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インフラモニタリング技術研究小委員会は，平成 28 年 6 月に設立され，活動期間を１年延長し，平成

31 年 5 月まで活動する予定である．本小委員会では，継続的な維持管理に必要なモニタリング項目・方法

を検討し，地方自治体が管理するインフラについても運用可能な，モニタリングの標準的手法の研究およ

び継続的な維持管理の予算措置に関する研究を行なっている．
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1. 研究活動の背景と目的 

平成 26 年 6 月に国土交通省の定期点検要領が策定さ

れ，道路インフラについて原則として 5年に 1度の定期

点検が義務づけられた．また，ICT 技術の発展に伴い，

ドローンや車両を用いた点検技術が開発されている．一

方で，道路インフラ自体は，従前どおり新設あるいは補

修・補強がなされている．このような背景の中，インフ

ラモニタリング技術研究小委員会は，平成 28 年 6 月に

設立された．本小委員会では，継続的な維持管理に必要

なモニタリング項目・方法を検討し，地方自治体が管理

するインフラについても運用可能な，モニタリングの標

準的手法の研究および継続的な維持管理の予算措置に関

する研究を行なっている． 

2. 研究活動の期間と内容 

(1) 活動期間

平成 28年 6月～平成 31年 5月 

(2) 活動内容

本小委員会では，次の内容を調査研究している． 
a) 維持管理の現状把握 
① モニタリングの現状，センサ情報等の活用 

② 鉄道・電力等異業種でのモニタリング方法を調査 
③ 予算措置，人的整備，運用方法 

b)効率的なモニタリングの実施に向けた調査研究 
① モニタリング方法の整理・効果検証 
② 土木分野へ適用する場合の方法の検証 
③ 運用コスト，自動化（無人化） 

c)継続的な維持管理の実施のための調査研究 
① 最低限必要なモニタリング項目の抽出 
② 予算的に継続的な実施を可能とする枠組みの検討 

d)上記をとりまとめた手引き書，及び報告書の作成 
c)①での検討結果をとりまとめた手引き書を作成し，

c)②については提言書を作成する． 

3. 活動の概要

 平成 30年 5月現在で，計 15回の小委員会を開催して

おり，図-1 および図-2 は，本委員会で検討を進めてい

る道路インフラの将来像，また，検討中のビジネスモデ

ルのイメージ図である．具体的には，オープンデータま

た API (Application Programming Interface)のコンセプトを活

用し，社会基盤施設のライフサイクルマネジメントを支

えるための，維持管理データ・情報の流通･活用のあり

方また新たなサービスのあり方（ビジネスモデル）を提

案することを目的とし，調査研究を進めている． 
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図-1 Society5.0 のためのインテリジェント・インフラストラクチャ（イメージ図） 

図-2  API(Application Programming Interface)でリンクされた Web サービスのイメージ

4. 期待される成果と公表の方法

本小委員会の調査研究をもとに，以下の成果を得

たい．①インフラモニタリングの実用化・定着化に

向けた課題抽出，②標準的モニタリング用例マニュ

アル作成に寄与する手引き書の作成．これらの成果

は，土木学会全国大会等で成果発表を行なう予定で

ある． 
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以上，19 名（委員：15 名，オブザーバ：4 名） 
平成 30 年 5 月現在

自治体Ａ

・道路台帳（電子ファイル）
・舗装（Excel）
・トンネル（ＤＢ）
・橋梁（ＤＢ）

コンサルＢ

・点検実施・結果
・解析・分析結果

ゼネコンＣ

・施工情報（ＤＢ）

ＩＣＴ企業Ｄ

・モニタリング装置
・情報可視化ツール
・欠陥抽出ツール

Google

・Google map API

Webサービス

地図

スペック/
点検結果

可視化

：各種API
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